
 
市長さんに対応していただきました

 
市長さんと３年生がオンラインでつながっています。


市役所の職員さんにも対応していただきました。

写真は加工して掲載しています

３年生が市役所の職員さんにオンラインで質問しています。
写真は加工して掲載しています

　３年生がオンラインでの庁舎見学を実施しました。コロナ禍になる前は、例年３年生はこの
時期に橿原市役所まで庁舎見学に出かけます。議場に入り、橿原市の概要と議会や橿原市のマ
スコットキャラクターなどについて学習します。２年前は新しくできたミグランスにも見学に
行きました。


　しかし、コロナ禍ではなかなか見学の受け入れをしていただけません。そこで、市役所と学
校をオンラインで結び、子どもたちがモニターを通してではありますが、市長さんや市役所の
職員さんに直接お話ができる機会を設けました。コロナ禍において一歩進んだ学習のあり方で
す。


　

　たいへんお忙しい市長さんもうまくスケジュールを調整していただき、この日は快く子ども

たちの質問に応じていただきました。新沢小学校にいる子どもたちから市長室にいる医長さん
に質問しました。




「市長さんはどんな人ですか。」


⇒「楽しいことがすき、スポーツがすき、食べることがすき、そして元気がとりえです。」

http://www2.mahoroba.ne.jp/~niizawa/index.html


「住みよい町にするためにどんな工夫をしていますか」
⇒「橿原市を住みよい町にすることが私の目標です。そのためには市民のみなさんの声をしっ
かり聴くようにしています。みなさんも意見をきかせてくださいね。」

「市長さんはたいへんですか。」

⇒「たいへんです。でも嫌だと思ったことは一度もありません。たいへんだけど一生懸命やっ

ています。」　　　　　　　　　




　次に、分庁舎の方に移動し、１０階建てで奈良県一高い建物のミグランスからオンラインで
新沢小学校につなぎました。展望室からの眺望もモニターを通して見ることができました。


　

　市役所で働く職員さんは、子どもたちのどの質問にも「ありがとう」と言ってから応えてく

れました。「しっかり聴いてくれてありがとう。」「しっかり勉強してくれてありがとう。」
そんな気持ちの表れだと思いました。きっと市民のみなさんにもそんな気持ちで接してくれて
いるのだろうなと感じることができました。


　

　直接市役所見学には行くことができませんでしたが、新しい学びの形に可能性を実感し、こ

れからの学びの世界が広がっていくことを確信した庁舎見学となりました。


